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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第120期

第１四半期累計期間
第121期

第１四半期累計期間
第120期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 895,530 730,497 4,297,402

経常損失(△) (千円) △27,832 △61,427 △125,424

四半期（当期）純損失(△) (千円) △34,417 △63,768 △170,605

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 785,000 785,000 785,000

発行済株式総数 (千株) 11,200 11,200 11,200

純資産額 (千円) 1,613,854 1,402,682 1,496,829

総資産額 (千円) 6,718,684 6,306,469 6,641,195

１株当たり四半期（当期）純損
失金額(△)

(円) △3.08 △5.70 △15.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 0.00 0.00 2.00

自己資本比率 (％) 24.0 22.2 22.5

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので「連結会計年度にかかる主要な経営指標等の

推移」については記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社で営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、財政状況、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等の発

生または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、一部に緩やかな景気回復の兆しがみられたものの、欧州

の財政危機を背景とした欧米経済の先行きへの懸念や円高の長期化、新興国の成長鈍化懸念などにより、

景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社の属する機械器具製造業においては、国内設備投資が盛り上がりに欠け、依然として厳しい状況が続

いております。

　このような経営環境のもと、当社の業績は売上高730百万円と前年同四半期比165百万円(18.4％減)の減

収となりました。

　損益面におきましては、営業損失60百万円(前年同四半期は営業損失26百万円)、経常損失61百万円(前年

同四半期は経常損失27百万円)、四半期純損失63百万円(前年同四半期は四半期純損失34百万円)となりま

した。

　セグメント別に示しますと、製造事業では化学工業用は伸長したものの、液晶表示製造装置用の落込み

が激しい真空ポンプの売上高は254百万円（前年同四半期比40.4％減）、震災復興需要の寄与が大きい送

風機・圧縮機の売上は145百万円（前年同四半期比50.3％増）、部品および修理の売上高は212百万円、そ

の他を合わせた合計は619百万円（前年同四半期比16.0％減）でセグメント損失135百万円(前年同四半

期はセグメント損失148百万円)の結果となりました。

　また、輸出関係におきましては主に中国向けの真空ポンプを中心に、売上高は101百万円と前年同四半期

並み水準となりました。

　不動産事業におきましては、オフィスビル賃貸市場の低迷ならびにテナント退去による賃料の減収によ

り、売上高は111百万円（前年同四半期比29.7％減）、セグメント利益74百万円(前年同四半期比38.5％

減)の計上となりました。
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(２)財政状態の分析

当第１四半期累計期間の財政状態は、前事業年度と比べ、総資産は334百万円減少し6,306百万円、

負債は240百万円減少し4,903百万円、純資産は94百万円減少し1,402百万円となりました。総資産の

減少は、たな卸資産が147百万円増加しましたが、現金及び預金が253百万円、受取手形及び売掛金が

155百万円減少したこと等が主な要因です。

　負債の減少は、長期借入金が172百万円、支払手形及び買掛金が72百万円減少したのが主な要因で

す。

　純資産の減少は、四半期純損失63百万円及び配当金支払22百万円により利益剰余金が86百万円減少

したことが主な要因です。この結果、自己資本比率は前事業年度末比0.3％低下し、22.2％となりまし

た。

　

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

(４)研究開発活動

当第１四半期累計期間の製造事業における研究開発費の総額は6百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(５)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

国内設備投資の低迷により国内市場の回復が遅れているほか、海外でも競争が激化しております。

また、電力料金の値上げによる鋳物・鋼材等の原材料価格の高騰が懸念されております。

このような中、当社は受注量の確保に注力するとともに、生産効率の向上、固定費削減を推進して

いく方針であります。

　

(６)経営者の問題認識と今後の方針について

当社は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めており

ますが、景気は先行き不透明で推移し、設備投資の低迷等、当社を取り巻く事業環境は厳しい状況が

続くものと予想されます。このような状況下、当社としては、引き続き収益重視の経営に徹し、徹底し

た原価削減と、人件費の抑制に努めてゆく所存です。

なお、将来に関する事項に関しては、当四半期会計期間の末日現在において判断したものでありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,200,00011,200,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 11,200,00011,200,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 11,200,000― 785,000― 303,930

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期の会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

                                                              平成24年6月30日現在   

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　

議決権制限株式(その他) ― ― 　

完全議決権株式(自己株式等)
　

普通株式 21,000
　

― 　

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,150,000
11,150　

単元未満株式
　

普通株式 29,000
　

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 11,200,000― 　

総株主の議決権 ― 11,150　

(注) １　「完全議決権株式(自己株式等)」欄の普通株式は、全て当社保有の自己株式であります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式590株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

                                                                                  平成24年6月30日現在 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社宇野澤組鐵工所
東京都渋谷区恵比寿
１―19―15

21,000― 21,000 0.19

計 ― 21,000― 21,000 0.19

(注) 当第１四半期会計期間末日現在で当社が所有する自己株式の数は21,590株であります。
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２ 【役員の状況】

　

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
(管理本部長兼経理部長)

常務取締役
(経理部長)

田　村　　博 平成24年６月29日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、明治監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,306,826 1,053,354

受取手形及び売掛金 ※
 1,493,271

※
 1,338,183

たな卸資産 747,930 895,405

その他 47,256 30,107

流動資産合計 3,595,285 3,317,051

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,683,962 1,661,368

その他（純額） 741,607 738,669

有形固定資産合計 2,425,569 2,400,037

無形固定資産 1,070 1,070

投資その他の資産

その他 628,523 597,546

貸倒引当金 △9,253 △9,237

投資その他の資産合計 619,270 588,309

固定資産合計 3,045,910 2,989,417

資産合計 6,641,195 6,306,469

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 906,474

※
 833,835

短期借入金 1,082,085 1,109,548

未払法人税等 7,127 3,922

賞与引当金 67,977 20,884

その他 219,863 269,667

流動負債合計 2,283,528 2,237,857

固定負債

長期借入金 2,003,350 1,830,397

退職給付引当金 422,377 441,745

役員退職慰労引当金 127,345 104,440

その他 307,765 289,346

固定負債合計 2,860,837 2,665,928

負債合計 5,144,366 4,903,786
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 785,000 785,000

資本剰余金 303,930 303,930

利益剰余金 326,648 240,524

自己株式 △6,896 △6,896

株主資本合計 1,408,683 1,322,558

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 88,146 80,124

評価・換算差額等合計 88,146 80,124

純資産合計 1,496,829 1,402,682

負債純資産合計 6,641,195 6,306,469
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 895,530 730,497

売上原価 769,098 641,265

売上総利益 126,431 89,231

販売費及び一般管理費 153,429 149,664

営業損失（△） △26,997 △60,432

営業外収益

受取利息 426 313

受取配当金 2,942 2,939

違約金収入 1,436 3,687

助成金収入 3,024 3,100

その他 4,763 4,735

営業外収益合計 12,593 14,777

営業外費用

支払利息 13,101 11,516

その他 326 4,255

営業外費用合計 13,428 15,771

経常損失（△） △27,832 △61,427

特別損失

その他 11 11

特別損失合計 11 11

税引前四半期純損失（△） △27,844 △61,438

法人税等 6,573 2,329

四半期純損失（△） △34,417 △63,768
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期会計期間(自　平成24年４月1日　至　平成24年６月30日)

  該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第１四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響額は軽微でありま

す。

　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期累計期間(自　平成24年4月1日　至　平成24年６月30日)

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

※   四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成24年6月30日)

受取手形 80,476千円 53,058千円

支払手形 184,002千円 　118,168千円

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 46,577千円 35,554千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成23年４月1日  至  平成23年6月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 33,538 3 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 22,356 2 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　 製造事業 不動産事業 合計

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 737,355 158,174 895,530

  セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 737,355 158,174 895,530

セグメント利益又は損失（△） △148,556 121,559 △26,997

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額（営業損失）との差額及び

当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

該当事項はありません。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社宇野澤組鐵工所(E01635)

四半期報告書

15/19



　

Ⅱ  当第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　 製造事業 不動産事業 合計

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高
 

619,371
 

111,125
 

730,497

  セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 619,371 111,125 730,497

セグメント利益又は損失（△） △135,197 74,764 △60,432

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額（営業損失）との差額及び

当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

該当事項はありません。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社宇野澤組鐵工所(E01635)

四半期報告書

16/19



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

(1) １株当たり四半期純損失金額（△） △3円 08銭 △5円  70銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額（△）(千円) △34,417 △63,768

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円) △34,417 △63,768

    普通株式の期中平均株式数(千株) 11,179 11,178

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項ありません。

　

　
２ 【その他】

　該当事項ありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月３日

株式会社宇野澤組鐵工所

取締役会  御中

明治監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    堀　　江　　清　　久   印

　
業務執行社員 　 公認会計士    来　田　　弘　一　郎   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社宇野澤組鐵工所の平成 24年４月１日から平成25年３月31日までの第121期事業年度の第１四半期会計期

間(平成24年４月1日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６
月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇野澤組鐵工所の平成24年６月30日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項
がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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